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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し

あ
げ
ま
す
。
昨
年
中
は
本
協
会
の

諸
行
事
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
年
も
役
員
お
よ
び
事
務
局
一

同
一
丸
と
な
っ
て
皆

様
方
の
ご
期
待
に
応

え
る
べ
く
、
努
力
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
総
会
で
承
認

さ
れ
た
公
益
法
人
移

行
の
準
備
委
員
会

は
、
順
調
に
検
討
を

重
ね
て
お
り
ま
す
の

で
、
纏
ま
っ
た
形
で

皆
様
に
呈
示
い
た

し
、
判
断
を
仰
ぐ
年

と
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
「
歳
を
取
る

と
一
年
の
過
ぎ
る
の

が
速
い
」
と
、
ぼ
や

く
人
が
い
ま
す
。
体

と
心
の
活
性
度
が
落

ち
、
新
陳
代
謝
の
力

が
弱
ま
る
の
で
、
時
を
早
く
感
じ

る
の
だ
と
、
一
般
的
に
は
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
芸
術
活
動
に

携
わ
っ
て
い
る
我
々
は
、
身
体
的

能
力
は
別
と
し
て
、
心
の
活
性
度

は
横
溢
し
て
お
り
、
こ
の
説
は
当

て
嵌
ま
り
ま
せ
ん
。
諸
行
事
に
参

加
し
て
い
く
に
つ
れ
、
芸
術
の
奥

深
さ
に
感
動
し
、
む
し
ろ
一
年
の

長
さ
に
感
謝
し
て
い
る
毎
日
で

す
。

　

ふ
た
つ
の
違
っ
た

場
所
か
ら
同
一
物
を

見
た
と
き
の
網
膜
像

や
視
方
向
の
違
い
を

感
じ
る
こ
と
、
ま
た

は
天
体
の
一
点
を
二

カ
所
以
上
か
ら
眺
め

て
比
べ
た
時
の
方
向

差
で
距
離
を
測
る
こ

と
等
が
、
視
差
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
部
門
の
会
員
同

士
が
天
体
の
一
点

（
芸
術
）
を
視
差
し

な
が
ら
世
代
を
超
え

て
認
め
合
い
、
高
め

合
っ
て
い
く
時
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
全
会

員
の
方
々
が
芸
術
協

会
発
足
時
の
気
概
と

情
熱
を
も
っ
て
一
致

団
結
し
て
進
み
、
県
民
と
共
に
芸

術
文
化
の
支
柱
と
な
る
活
動
に
踏

み
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

未
来
の
芸
術
協
会
の
展
望
が
開

か
れ
る
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

小笠原　宏（写真部）

踏み出す時

理事長　小山 喜三郎
＝年頭のあいさつ＝

春　　雪
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平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日

に
開
幕
し
た
第
四
十
七
回
宮
城
県

芸
術
祭
は
、
多
く
の
成
果
を
挙
げ

て
十
一
月
十
八
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
で
閉
会
式
を

行
っ
た
。

　

授
賞
式
に
は
各
賞
の
受
賞
者
を

は
じ
め
、
芸
術
祭
関
係
者
、
来
賓

や
芸
協
会
員
ら
約
二
百
八
十
人
が

出
席
し
た
。

　

芸
術
祭
会
長
、
小
山
喜
三
郎
理

事
長
の
挨
拶
で
閉
会
式
が
始
め
ら

れ
た
。
小
山
理
事
長
は
、
挨
拶
の

中
で
「
県
民
と
の
ふ
れ
合
い
が
持

た
れ
、
新
し
い
芸
術
祭
の
芽
生
え

が
感
じ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
各
部
門

間
や
国
際
間
の
交
流
を
深
め
て
開

か
れ
た
芸
協
を
目
指
し
た
い
」
と

結
ん
だ
。

　

河
北
新
報
社
代
表
取
締
役
社
長

の
祝
辞
が
あ
り
、
主
催
七
団
体
の

代
表
者
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

ひ
き
つ
づ
き
各
賞
の
受
賞
者
の

表
彰
が
行
わ
れ
た
。
当
日
、
式
典

に
参
加
し
た
芸
術
祭
の
各
受
賞
者

は
五
十
七
人
。
ほ
か
に
宮
城
県
芸

術
協
会
功
績
者
十
二
人
、
地
域
文

化
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰
一

人
、
文
化
の
日
表
彰
（
教
育
文
化

功
労
）
三
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
状

や
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
を
会
場
に
絵

画
・
華
道
・
彫
刻
・
写
真
・
書
道
・

工
芸
展
が
開
か
れ
、「
羽
後
・
南

部
文
学
小
紀
行
」
の
文
学
散
歩
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
長
唄
演
奏
会
、

音
楽
会
、
茶
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会

場
で
開
か
れ
た
。

　

絵
画
・
書
道
の
巡
回
展
は
東

松
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
、
写
真
展
は
蔵
王
ふ
る
さ

と
文
化
会
館
と
大
和
町
ま
ほ
ろ
ば

ホ
ー
ル
の
二
会
場
で
開
催
。
そ
れ

ぞ
れ
多
く
の
入
場
者
が
あ
っ
た
。

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮

城
の
会
議
室
で
は
文
芸
祭
が
開
催

さ
れ
た
。
ま
た
、「
宮
城
県
文
芸

年
鑑
」
が
例
年
ど
お
り
発
行
さ

れ
た
。

　

閉
会
式
で
は
次
の
華
道
部
三

人
、
音
楽
部
五
人
、
茶
道
部
六
人

が
功
績
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

〔
華
道
部
〕
熊
野
真
蓉
、
篠
原
秋

光
、
武
内
霜
光
（
草
月
流
）

〔
音
楽
部
〕
大
泉
勉
、
三
塚
典
子

（
洋
楽
）
杵
家
弥
登
恵
、
出
井
み

わ
子
、
古
溝
長
子
（
長
唄
）

〔
茶
道
部
〕
遠
藤
宗
和
（
表
千
家
）

佐
藤
宗
寿
（
裏
千
家
）
小
野
華
舟

（
三
彩
流
）
中
村
宗
典
（
宗
徧
流
）

伊
藤
南
宮
（
織
田
流
）
小
川
静
美

（
文
雅
静
庵
流
）

〔
開
場
式
〕
９
月
24
日
＝
せ
ん
だ

い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
５
Ｆ
）
参
加

者
48
人

〔
絵
画
展
〕（
９
月
24
日
～
10
月

６
日
＝
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

ク
５
・
６
Ｆ
）
日
本
画
66
点
、
洋

画
242
点
、
入
場
者
１
０
４
１
７
人

〔
華
道
展
〕（
９
月
24
日
～
29
日

＝
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
５

Ｆ
）
前
期
31
点
、
後
期
32
点
、
入

場
者
２
９
５
５
人

〔
彫
刻
展
～
彫
刻
部
会
員
と
そ
の

仲
間
展
２
０
１
０
〕（
９
月
24
日

～
29
日
＝
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア

テ
ー
ク
５
Ｆ
）
19
点
、
仲
間
展
９

点
、
入
場
者
１
９
６
９
人

〔
写
真
展
〕（
10
月
１
日
～
６
日

＝
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
５

Ｆ
）
125
点
、
入
場
者
２
５
１
５
人

〔
書
道
展
〕（
10
月
８
日
～
13

日
＝
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

ク
５
・
６
Ｆ
）
341
点
、
入
場
者

５
５
３
１
人

〔
工
芸
展
〕（
10
月
８
日
～
13
日

＝
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
５

Ｆ
）
66
点
、
入
場
者
２
３
２
４
人

〔
文
学
散
歩
〕（
９
月
29
日
～
30

日
）〝
羽
後
・
南
部
文
学
小
紀
行
〟

参
加
者
28
人

〔
茶
会
〕（
10
月
10
日
・
17

日
・
24
日
＝
輪
王
寺
）
入
場
者

１
１
０
４
人

〔
長
唄
演
奏
会
〕（
10
月
17
日
＝

仙
台
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
）
入
場

者
188
人

〔
音
楽
会
〕（
10
月
26
日
＝
仙
台

市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー
）
入
場
者

523
人

〔
文
芸
祭
〕（
10
月
30
日
＝
東
京

エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
）
入

場
者
57
人

〔
写
真
展
蔵
王
展
〕（
10
月
14
日

～
21
日
＝
蔵
王
町
ふ
る
さ
と
文
化

会
館
）
入
場
者
535
人

〔
写
真
展
大
和
展
〕（
10
月
23
日

～
27
日
＝
大
和
町
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー

ル
）
546
人

〔
絵
画
・
書
道
展
東
松
島
展
〕

（
11
月
11
日
～
15
日
＝
東
松
島
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）
643

人〔
閉
会
式
〕（
11
月
18
日
＝
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
）
275
人

　

宮
城
県
芸
術
祭
参
加
行
事

〔
第
55
回
仙
台
三
曲
協
会
定
期

演
奏
会
〕（
10
月
９
日
＝
仙
台

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
）
入
場
者

１
１
０
１
人

〔
第
41
回
洋
舞
合
同
公
演
〕（
11

月
21
日
＝
仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン

タ
ー
）
入
場
者
１
０
０
０
人

功
績
者
14
人
を
表
彰

第
47
回
宮
城
県

芸
術
祭
入
場
者

感動とふれ合いと

第47回　県芸術祭が閉幕

表
彰
状
を
贈
る
小
山
理
事
長
（左）
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第
47
回
宮
城
県
芸
術
祭
受
賞
者

宮 城 県 芸 術 祭 賞 部　　　門 作　　品　　名 氏　　　　　名
絵画部（日本画） 生 夏 小野寺　君　代 （大崎市）
絵画部（洋　画） 生 き る 久保田　　　敏 （仙台市）
彫 　 刻 　 部 濤 声 大 槻 俊 之 （仙台市）
写 　 真 　 部 噴 潮 紺 野 勝 司（気仙沼市）
書 　 道 　 部 露 し ぐ れ （か　な） 寺 島 尚 翠 （仙台市）
工 　 芸 　 部 流 文 練 上 鉢（陶　芸） 馬 場 興 彦 （石巻市）
文 　 芸 　 部 秋 の（（悲）） の …　 （詩）　 尾 花 仙 朔 （仙台市）

宮 城 県 知 事 賞 絵画部（日本画） 旅 路 遠 州 千 秋 （仙台市）
絵画部（洋　画） 風 の 記 憶 数　本　奈智子 （仙台市）
彫 　 刻 　 部 遠 い 稜 線 －2010.9 月－ 虎　尾　　　裕 （川崎町）
写 　 真 　 部 故 郷 鈴 木 忠 一 （村田町）
書 　 道 　 部 千 虚 不 博 一 實（篆　刻） 髙 野 芳 月（多賀城市）
工 　 芸 　 部 サ ボ テ ン 文 陶 筥（陶　芸） 岸　上　まみ子 （富谷町）
文 　 芸 　 部 そ こ に 光 る 墓 村　 （詩）　 山 家 常 雄 （蔵王町）
文 　 芸 　 部 独 り 言 （短　歌） 原 田 夏 子 （仙台市）
文 　 芸 　 部 影 新 た （俳　句） 日 下 節 子（大河原町）
文 　 芸 　 部 夏 の 空 （川　柳） 佐 藤 岩 男 （仙台市）

仙 台 市 長 賞 絵画部（日本画） 花 筏 岩 渕 仁 子 （仙台市）
絵画部（洋　画） 漂 玉 川 浩 嗣（気仙沼市）
書 　 道 　 部 詠 懐 （漢　字） 八乙女　青　鸞 （仙台市）

河 北 新 報 社 賞 絵画部（日本画） 瑠 璃 色 の 風 梅　森　さえ子 （仙台市）
絵画部（洋　画） 明 日 へ 其　田　　　章 （仙台市）
彫 　 刻 　 部 風 の 還 早　坂　　　修 （大崎市）
写 　 真 　 部 絆 影 山 英 雄（多賀城市）
書 　 道 　 部 小野寺恵子の歌（近代詩文） 栁　　　由美子 （仙台市）
工 　 芸 　 部 赤 陶 流 文 陶 筥（陶　芸） 島　見　美由紀 （岩沼市）
文 　 芸 　 部 冬 の し ぐ れ（短　歌） 岡　本　　　勝 （仙台市）

宮城県教育委員会教育長賞 絵画部（洋　画） 秋 日 堀 井 明 美 （仙台市）
書 　 道 　 部 　 空 （墨　象） 後 藤 法 明 （栗原市）
工 　 芸 　 部 山頂朝霧 －アオモリトドマツ－（染織） 安　倍　まゆみ （仙台市）

宮城県教育委員会教育長新人賞 絵画部（日本画） ＹＥＬＬ 菅 井 粂 子 （仙台市）
絵画部（洋　画） ｕｎ-ｔｉｔｌｅｄ 本　田　　　崇（大河原町）
書 　 道 　 部 君 が 庵 （か　な） 黒 田 清 苑 （岩沼市）
書 　 道 　 部 　 恵 （少　字） 和　泉　とし子 （仙台市）
工 　 芸 　 部 　 美 （陶　芸） 佐 藤 英 子 （仙台市）

仙台市教育委員会教育長賞 絵画部（洋　画） ワ タ ツ ミ の 唄 岩 澤 誠 一（大河原町）
書 　 道 　 部 破 魔 （少　字） 佐々木　藤　恵 （塩釜市）

宮城県議会議長賞 絵画部（洋　画） 長 い 旅 の 終 り に 坂 本 和 之 （大崎市）
書 　 道 　 部 夕 月 夜 （か　な） 岩 澤 芳 華 （仙台市）

仙台市議会議長賞 絵画部（洋　画） 海 景 谷地森　真理子 （仙台市）
書 　 道 　 部 季 頎 詩 （漢　字） 奈須野　青　蘭 （栗原市）

財団法人宮城県文化振興財団賞 絵画部（洋　画） 今 週 の エ コ ロ ジ ス ト 高 松 和 樹 （仙台市）
彫 　 刻 　 部 二 つ の 記 憶 海 野 健 治 （仙台市）
写 　 真 　 部 雨 想 花 鈴 木 令 子 （仙台市）
書 　 道 　 部 心 如 鐵 石、 無 我、（篆　刻） 櫻 井 龍 峯 （仙台市）
書 　 道 　 部 作品 2010.8 ほんのり（墨　象） 関　　　雀　鈴 （仙台市）
工 　 芸 　 部 有 線 七 宝 盒 子（七　宝） 種　澤　有希子 （仙台市）
文 　 芸 　 部 掌 中 の 砂 （川　柳） 西　　　恵美子 （白石市）

財団法人カメイ社会教育振興財団賞 絵画部（日本画） 次 へ 富 樫 清 子 （仙台市）
絵画部（洋　画） Ｍｅｓｓａｇｅ（2010） 菅 原 典 子 （仙台市）

菅 野 美 術 館 賞 彫 　 刻 　 部 守 り 人 板　持　　　彰 （仙台市）
門 伝 勝 太 郎 賞 絵画部（洋　画） 午 後 の 河 口 柏　谷　佳代子 （石巻市）

書 　 道 　 部 紀 末 茂 詩 （漢　字） 佐々木　鳳　堂 （大崎市）
宮城県芸術祭奨励賞 絵画部（洋　画） 揺 ら め く ハ ー モ ニ ー 守　田　美代子 （仙台市）

絵画部（洋　画） 工 場 ― あ る 光 景 Ⅲ 長　谷　　　隆 （岩沼市）
絵画部（洋　画） 燦 尾　形　たき子 （石巻市）
写 　 真 　 部 荒 神 参 上 阿 部 信 義 （大崎市）
写 　 真 　 部 ぼ く の Ｉ Ｑ ８ ４ 伊 深 寿 人 （仙台市）
書 　 道 　 部 柳 宗 元 詩 （漢　字） 大 沼 翠 曄 （仙台市）
書 　 道 　 部 高 見 順 の 詩（近代詩文） 池 田 小 沙 （仙台市）
書 　 道 　 部 「単調な空間」より（近代詩文） 高 野 博 行 （仙台市）
書 　 道 　 部 吉田一穂の詩「岩の上」（近代詩文） 大　友　きか子 （岩沼市）
書 　 道 　 部 　 （少　字） 横 山 桂 子 （仙台市）
工 　 芸 　 部 時 空 の 彼 方 へ（七　宝） 川 北 京 子 （富谷町）
文 　 芸 　 部 植 木 市 （俳　句） 山 本 一 史 （仙台市）
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平
成
二
十
二
年
度
の
地
域
文
化

功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
、

当
協
会
副
理
事
長
の
高
橋
通
子
氏

が
受
賞
さ
れ
た
。

　

十
一
月
九
日
、
東
京
・
霞
が
関

の
文
部
科
学
省
内
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
た
。

　

地
域
文
化
功
労
表
彰
は
、
全
国

各
地
で
芸
術
文
化
の
振
興
な
ど
地

域
の
文
化
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た

個
人
、
団
体
を
た
た
え
、
文
部
科

学
大
臣
が
表
彰
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

高
橋
通
子
氏
は
「
永
年
に
わ
た

り
、
工
芸
作
家
と
し
て
優
れ
た
作

品
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
宮
城

県
芸
術
協
会
副
理
事
長
等
の
要
職

に
あ
っ
て
、
地
域
の
芸
術
文
化
の

発
展
に
貢
献
し
て
い
る
」と
し
て
、

そ
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
た
。

　

高
橋
氏
は
昭
和
十
一
年
生
ま

れ
。
七
宝
作
家
で
あ
る
氏
と
七
宝

の
出
合
い
は
、
美
術
教
師
に
見
せ

ら
れ
た
変
わ
っ
た
焼
物
（
七
宝
）

へ
の
興
味
で
あ
っ
た
と
い
う
。
独

自
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
昭
和

五
十
八
年
に
は
東
京
で
指
導
者
の

た
め
教
室
を
持
つ
に
至
っ
た
。
そ

の
間
、
早
川
義
一
に
師
事
し
、
釉

薬
の
研
究
を
や
り
直
し
、
硼ほ
う

砂し
ゃ

を

使
用
す
る
な
ど
五
年
の
時
を
か
け

て
省
胎
七
宝
を
完
成
さ
せ
た
。

　

平
成
二
年
、
北
京
琺
瑯
工
場
か

ら
の
技
術
交
流
の
要
請
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
北
京
工
業
大
学
設
計

学
院
で
教
鞭
を
と
る
。
以
後
日
中

交
流
美
術
展
を
開
催
し
、
中
国
と

の
交
流
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　

主
な
役
職
は
㈳
日
本
工
芸
会
正

会
員
、
河
北
工
芸
展
顧
問
、
日
本

七
宝
指
導
者
協
会
顧
問
。
昭
和

四
十
七
年
伝
統
工
芸
新
作
展
に
初

入
選
以
来
、
受
賞
は
多
い
。

　

第
三
十
一
回
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

〈
ピ
ア
ノ
部
門
〉
が
今
年
も
実
施

さ
れ
る
。
宮
城
県
在
住
の
小
・
中

学
生
が
対
象
で
、
初
級
、
中
級
、

上
級
に
分
か
れ
て
予
選
、
本
選
を

経
て
、
級
ご
と
に
最
優
秀
賞
、
優

秀
賞
、
奨
励
賞
、
作
曲
者
賞
の
ほ

か
、
宮
城
県
知
事
賞
、
仙
台
市
長

賞
、河
北
新
報
社
賞
が
贈
ら
れ
る
。

　

予
選
は
二
月
二
十
日
（
日
）、

本
選
は
三
月
二
十
一
日
（
月
）、

い
ず
れ
も
午
前
十
時
三
十
分
か

ら
、仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館
で
。

　

長
年
に
わ
た
り
機
関
紙
「
は
な

や
ま
」
の
編
集
に
携
わ
っ
た
今
入

　

当
協
会
は
カ
メ
イ
記
念
展
示
館

と
の
共
催
で
、
二
月
一
日
か
ら
三

月
十
三
日
ま
で
、
カ
メ
イ
記
念
展

示
館
＝
仙
台
市
青
葉
区
五
橋
・
カ

メ
イ
五
橋
ビ
ル
七
階
＝
で
「
宮
城

県
芸
術
協
会
絵
画
部
門　

光
芒
の

昭
和
―
芸
術
祭
賞
25
年
―
」
展
を

開
催
す
る
。

　

本
企
画
は
昨
年
、
両
者
共
催
で

開
き
好
評
だ
っ
た
、
宮
城
県
芸
術

協
会
創
立
45
周
年
記
念
絵
画
部
門

「
草
創
期
の
十
人
」
の
趣
旨
を
継

承
し
、
同
展
を
初
め
と
す
る
審
査

員
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
立
場
の
作

家
の
仕
事
へ
と
視
点
を
移
し
な
が

ら
、
芸
術
祭
受
賞
作
品
を
中
心
に

構
成
。
当
協
会
絵
画
部
に
お
け
る

昭
和
と
い
う
時
代
の
も
つ
意
味
を

探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

昭
和
三
十
九
年
よ
り
六
十
三
年

ま
で
の
日
本
画
・
洋
画
の
受
賞
者

三
十
六
名
の
作
品
を
中
心
に
、
宮

城
県
の
絵
画
の
展
開
期
に
あ
っ
た

同
時
代
の
作
品
を
展
示
す
る
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
文
化
の
日

表
彰
（
教
育
文
化
功
労
）
に
宮
城

県
芸
術
協
会
関
係
か
ら
次
の
四
氏

が
選
ば
れ
、
十
一
月
一
日
、
仙
台

市
青
葉
区
の
仙
台
市
民
会
館
で
、

村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
よ
り
表
彰

を
受
け
た
。

　

佐
藤
朱
希
（
絵
画
部
・
日
本
画
）

　

大
場
尚
文
（
絵
画
部
・
洋
画
）

　

平
澤
富
子
（
工
芸
部
・
染
色
）

　

高
野
ム
ツ
オ
（
文
芸
部
・
俳
句
）

　

当
協
会
の
針
生
乾
馬
参
事
が

「
多
年
に
わ
た
り
陶
芸
界
の
発
展

と
芸
術
文
化
の
向
上
に
寄
与
し

た
」
と
し
て
、第
60
回
（
二
〇
一
〇

年
度
）河
北
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
九
日
に
開
か
れ
た

工
芸
部
の
運
営
委
員
会
で
、
主
任

が
渡
邊
つ
る
子
氏
（
染
織
）
か
ら
、

浅
野
治
志
氏
（
陶
芸
）
へ
交
代
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

惇
参
事
に
代
わ
り
、
今
号
か
ら
文

芸
部
（
川
柳
）
の
あ
き
た
・
じ
ゅ

ん
会
員
が
編
集
に
加
わ
っ
た
。

◇
第
42
回
日
展
入
選

〈
日
本
画
〉
佐
藤
朱
希
〈
洋
画
〉

吾
妻
篤
、
簡
野
寛
山
、
佐
藤
幸
子
、

佐
藤
み
え
子
、
志
賀
一
男
、
村
田

洋
子
〈
工
芸
〉
近
藤
孝
則
、
平
澤

富
子
、
川
北
京
子
〈
書
道
〉
加
藤

松
軒
、
佐
竹
嵯
都

◇
第
22
回
し
ん
わ
美
術
展（
岡
山
）

〈
洋
画
〉
▽
奨
励
賞
＝
岩
澤
誠
一

◇
国
際
ガ
ラ
ス
展
・
金
沢
2010

〈
工
芸
〉
▽
銀
賞
＝
鍋
田
尚
男

◇
現
在
形
の
陶
芸
萩
大
賞
展
2010
入

選〈工
芸
〉
藤
山
敏
子

２月１日
から カメイ記念展示館

 
高
橋
副
理
事
長
が
受
賞

地
域
文
化
功
労
者
文
科
大
臣
表
彰

「絵画部門
光芒の昭和」

本
選
は
３
月
21
日

ピ
ア
ノ
・
コ
ン
ク
ー
ル

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

針
生
乾
馬
参
事

河
北
文
化
賞
を
受
賞

工
芸
部 

主
任
が
交
代

は
な
や
ま
編
集
に
あ
き
た
氏

文
化
の
日
表
彰

芸
協
か
ら
４
氏
受
賞
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当
協
会
が
毎
年
発
行
し
て
い
る

文
芸
年
鑑
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が

こ
の
ほ
ど
、
会
員
に
無
料
で
配
布

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
年
度

発
行
の
第
四
十
一
巻
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
有
料
頒
布
。

　

文
芸
年
鑑
は
、
昭
和
四
十
五
年

度
に
創
刊
さ
れ
て
以
来
、
毎
年
刊

行
さ
れ
て
い
る
。
文
芸
部
の
詩
、

短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
小
説
の
全

部
門
の
会
員
の
作
品
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年

度
の
力
作
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
各
巻
と
も
四
百
ペ
ー
ジ
ほ
ど

の
読
み
ご
た
え
の
あ
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　

最
近
は
芸
術
分
野
の
枠
組
み
を

超
え
て
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す

る
新
し
い
潮
流
も
生
ま
れ
て
お

り
、
文
芸
部
で
は
こ
れ
を
契
機

に
、
年
鑑
が
書
道
や
絵
画
は
も
と

よ
り
、
他
の
分
野
で
も
広
く
活
用

さ
れ
、
部
門
間
交
流
が
一
層
図
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

希
望
者
は
、
欲
し
い
年
鑑
の
有

無
を
葉
書
や
電
話
、
メ
ー
ル
で
事

務
局
に
問
い
合
わ
せ
、
残
部
が
あ

れ
ば
送
料
の
み
で
入
手
で
き
る
。

　

事
務
局
の
連
絡
先
は
、
本
紙
第

一
面
題
字
下
を
参
照
の
こ
と
。

　

宮
沢
賢
治
の
「
農
民
芸
術
概
論

綱
要
」
は
、
序
論
・
結
論
を
含
め

て
10
の
項
目
に
分
か
れ
て
い
る

が
、
論
理
的
で
緻
密
な
概
論
と
い

う
よ
り
は
、
詩
人
と
し
て
の
卓
抜

な
着
想
と
超
絶
技
巧
的
直
観
で
織

り
上
げ
た
、
情
熱
と
痛
苦
と
が
合

体
し
た
魂
のp

パ
ッ
シ
ョ
ン

assion

の
吐
露
で

あ
る
。
こ
の
綱
要
は
一
九
二
六
年

六
月
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
年

の
三
月
末
に
、
四
年
余
り
勤
め
た

花
巻
農
学
校
を
退
職
し
、
独
立
し

て
自
炊
生
活
に
入
り
、
荒
地
を
開

墾
し
、
農
事
指
導
や
肥
料
設
計
を

無
償
で
行
い
「
羅
須
地
人
協
会
」

を
設
立
す
る
な
ど
、
教
師
生
活
の

桎し
っ

梏こ
く

か
ら
解
放
さ
れ
、
高
揚
と
し

た
気
分
で
〈
農
〉
の
世
界
に
参
入
・

実
践
し
た
頃
で
あ
る
。

　

綱
要
の
中
で
人
々
に
最
も
知
ら

れ
て
い
る
件く
だ
りは
、序
論
の
中
の〈
世

界
が
ぜ
ん
た
い
幸
福
に
な
ら
な
い

う
ち
は
個
人
の
幸
福
は
あ
り
得
な

い
〉と
い
う
一
文
だ
ろ
う
。
博
愛
・

平
等
の
観
点
か
ら
み
て
、
こ
れ
は

正
義
で
あ
り
真
理
で
あ
る
。
ま
た

綱
要
の
農
民
芸
術
の
綜
合
と
い
う

項
目
の
中
の
、〈
ま
づ
も
ろ
と
も

に
か
が
や
く
宇
宙
の
微
塵
と
な
り

て
無
方
の
空
に
ち
ら
ば
ら
う
〉
と

い
う
文
意
か
ら
、
賢
治
の
無
私
・

自
己
犠
牲
・
愛
他
の
心
情
と
思
想

を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

け
れ
ど
は
た
し
て
「
幸
福
論
」
の

追
求
の
中
に
幸
福
は
存
在
す
る
の

だ
ろ
う
か
、と
い
う
疑
問
は
残
る
。

な
ぜ
な
ら
万
人
い
れ
ば
万
様
の
幸

福
像
と
幸
福
感
が
生
ま
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
物
的
金
銭
的
幸
福
の
場

合
な
ど
、
一
つ
の
幸
福
の
成
就
の

あ
と
、
い
つ
ま
で
も
つ
づ
く
渇
き

の
無
間
地
獄
に
陥
る
者
も
出
て
く

る
。〈
世
界
が
ぜ
ん
た
い
幸
福
に

な
ら
な
い
う
ち
は
〉
と
い
う
絶
叫

や
号
令
の
下
、
抑
圧
や
忍
従
や
犠

牲
を
強
い
ら
れ
た
り
、
争
い
や
殺さ
つ

戮り
く

に
及
ぶ
こ
と
さ
え
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。〈
世
界
〉
は
い
つ
で
も

〈
国
家
〉
や
〈
集
団
〉
に
置
き
換

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

い
ま
均
一
と
格
差
の
社
会
に
も

ま
れ
て
生
き
て
い
る
私
達
に
は
、

世
界
を
幸
福
と
い
う
言
葉
で
一
つ

に
ま
と
め
る
考
え
か
ら
よ
り
は
、

む
し
ろ
現
在
に
甦
っ
た
自
死
し
た

〈
薄
幸
〉
の
童
謡
詩
人
金
子
み

す
ゞ
の
次
の
詩
篇
の
、
幸
福
と
い

う
言
葉
を
用
い
な
い
無
垢
の
心
の

中
に
こ
そ
、
よ
り
高
い
そ
れ
ぞ
れ

の
「
幸
福
論
」
の
輝
き
が
み
え
る
。

　

私
と
小
鳥
と
鈴
と

　

私
が
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
も
、

　

お
空
は
ち
っ
と
も
飛
べ
な
い
が
、

　

飛
べ
る
小
鳥
は
私
の
よ
う
に
、

　

地
面
を
速
く
は
走
れ
な
い
。

　

私
が
か
ら
だ
を
ゆ
す
っ
て
も
、

　

き
れ
い
な
音
は
出
な
い
け
ど
、

　

あ
の
鳴
る
鈴
は
私
の
よ
う
に
、

　

た
く
さ
ん
な
唄
は
知
ら
な
い
よ
。

　

鈴
と
、
小
鳥
と
、
そ
れ
か
ら
私
、

　

み
ん
な
ち
が
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

、み
ん
な
い
い

4

4

4

4

4

。

　

最
後
の
詩
行
、〈
み
ん
な
ち
が
っ

て
、
み
ん
な
い
い
。〉
に
、
幸
福

の
多
様
性
へ
の
想
い
だ
け
で
な

く
、
融
和
と
平
和
へ
の
希
求
と
均

一
と
格
差
を
突
き
抜
け
る
思
念
が

凝
縮
し
て
い
る
。（

注
）
傍
点
筆
者

カット・小山喜三郎

そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ

―
み
ん
な
ち
が
っ
て
　
み
ん
な
い
い
―

文
芸
部
詩

　
前
　
原
　
正
　
治

新春随想

文
芸
年
鑑
を
無
料
配
布
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平
成
二
十
二
年
度
の
宮
城
県
芸

術
協
会
研
修
旅
行
の
参
加
者
は
、

高
橋
通
子
副
理
事
長
を
団
長
に
、

工
芸
、
絵
画
、
書
道
、
華
道
、
音

楽
（
長
唄
）、
文
芸
、
茶
道
、
写
真

の
八
部
門
の
二
十
三
名
。
十
一
月

二
十
一
日
、
十
四
時
五
分
ア
シ
ア

ナ
航
空
に
て
仙
台
空
港
を
出
発
、

ソ
ウ
ル
で
乗
継
ぎ
、
ハ
ノ
イ
到
着

は
現
地
時
間
二
十
二
時
十
分
。

　

翌
二
十
二
日
、
世
界
遺
産
の
ハ

ロ
ン
湾
の
ク
ル
ー
ズ
へ
出
発
。
ハ

ノ
イ
の
市
街
地
は
建
設
中
の
ビ
ル

や
隙
間
な
く
走
る
バ
イ
ク
の
群

れ
。
曇
り
空
か
粉
塵
な
の
か
驚
く

ば
か
り
。
若
者
が
多
く
、
高
齢
者

は
戦
死
し
て
い
る
の
で
、
極
め
て

少
な
い
と
い
う
。
街
の
中
心
部
を

出
る
と
、
間
口
の
狭
い
三
階
建
の

細
長
い
家
が
多
く
、
地
震
の
恐
れ

を
感
じ
た
。
牛
と
共
に
農
作
業
を

す
る
人
々
を
見
な
が
ら
ハ
ロ
ン
湾

に
到
着
。
ハ
ロ
ン
湾
は
石
灰
岩
よ

り
成
る
大
小
無
数
の
奇
形
の
島
が

散
在
し
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
い
る
。

　

二
十
三
日
、
ハ
ノ
イ
空
港
を
二

時
間
遅
れ
で
出
発
。
ラ
オ
ス
の
ル

ア
ン
プ
ラ
バ
ン
の
町
に
到
着
。
空

は
あ
く
ま
で
も
青
く
暑
か
っ
た
。

こ
の
町
は
ラ
オ
ス
王
国
の
王
都
、

歴
史
の
あ
る
町
。
昼
食
後
、
ワ
ッ

ト
・
シ
ュ
ー
ン
ト
ー
ン
と
い
う
寺

院
を
見
た
。
屋
根
は
五
層
で
、
黄

金
仏
が
多
く
祀
ら
れ
て
い
た
。

　

メ
コ
ン
川
ク
ル
ー
ズ
を
体
験
。

川
は
濁
っ
て
い
た
が
、
涼
し
か
っ

た
。
焼
物
の
町
バ
ッ
チ
ャ
ン
、
紙

漉
き
織
物
の
村
バ
ー
ン
サ
ン
コ
ン

を
見
学
。
夕
方
、
王
宮
博
物
館
前

の
道
路
か
ら
石
段
を
登
っ
た
。
こ

の
道
は
夕
方
に
な
る
と
、
織
物
、

刺
繍
、
袋
物
な
ど
を
観
光
客
目
あ

て
に
、
店
が
建
ち
並
び
始
め
て
い

た
。メ
コ
ン
川
の
夕
刻
の
情
景
と
、

美
し
い
夕
陽
を
見
て
、
石
段
を
下

り
て
く
る
と
、
店
が
ふ
え
て
大
き

な
商
店
街
に
な
っ
て
い
た
。

　

二
十
四
日
の
朝
五
時
半
に
宿
を

出
て
、
托
鉢
の
風
景
を
見
た
。
ご

供
養
の
仕
方
を
お
そ
わ
り
、
お
こ

わ
の
入
っ

た
器
を

持
っ
て
道

端
に
座
っ

て
待
っ
て

い
た
。
向

こ
う
か
ら

僧
の
行
列

が
見
え
て

き
た
。
オ

レ
ン
ジ
色

の
法
衣
を

ま
と
っ
た

若
い
僧
や

子
供
の
僧

も
い
た
。

お
こ
わ
の

器
か
ら
ス

プ
ー
ン
で

次
々
に
ご

 

龍り
ょ
う

淵
に
坊
主
頭
の
岩
が
澄
み　

諒

ハ
ロ
ン
と
は
「
龍
が
降
り
る
地
」
と
い
う
意
味
で
、「
龍
淵
に
」
は

秋
の
季
語
。
龍
は
、
春
に
は
天
に
昇
り
、
秋
に
は
淵
に
潜
む
と
言

わ
れ
る
。
出
典
は
中
国
の
『
説
文
』。（

句
・
岩
田
諒
、
書
・
阿
部
緑
泉
）

供
養
を
し
て
合
掌
し
て
終
っ
た
。

母
の
供
養
を
し
た
思
い
で
清
々
し

い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

朝
食
後
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
る
王
宮
博
物
館
を
見
学
。

最
後
の
王
の
肖
像
画
、
当
時
の
日

本
が
贈
っ
た
漆
器
や
焼
物
が
展
示

し
て
あ
っ
た
。
ク
ァ
ン
シ
ー
の
竜

や
山
岳
民
族
モ
ン
族
の
村
を
訪
ね
、

空
港
へ
向
か
っ
た
が
、
ハ
プ
ニ
ン

グ
が
お
き
、
私
た
ち
七
名
は
一
時

間
遅
れ
で
ラ
オ
ス
を
出
発
し
、
よ

う
や
く
ハ
ノ
イ
へ
到
着
し
た
。

　

二
十
五
日
、ホ
ー
チ
ミ
ン
廟
へ
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
氏
の
ご
遺
体
を
拝
し

た
。

　

柱
一
本
で
建
っ
て
い
る
一
柱
寺

に
参
り
、
そ
の
後
文
廟
閣
へ
。
昔

の
学
校
で
、
現
在
は
、
孔
子
像
が

祀
ら
れ
て
い
た
。
た
っ
た
今
卒
業

式
を
終
え
た
学
生
が
、
民
族
衣
装

の
ア
オ
ザ
イ
を
着
て
お
参
り
し
て

い
た
。

　

水
上
人
形
劇
を
鑑
賞
し
て
い

て
、
日
本
の
古
典
音
楽
の
ル
ー
ツ

を
見
た
思
い
が
し
た
。

　

ハ
ノ
イ
の
最
後
の
夕
食
後
空
港

へ
。
二
十
二
時
二
十
分
ア
シ
ア
ナ

空
港
で
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

　

二
十
六
日
、
十
二
時
四
十
分
仙

台
空
港
に
到
着
。好
天
に
恵
ま
れ
、

無
事
に
楽
し
い
旅
を
終
え
た
。

日本音楽のルーツも
音楽部（長唄）稀音家六城遊

＝研修旅行 ラオス・ベトナム＝

ハロン湾風景（画・跡部高染）
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昨
年
五
月
、
あ
る
工
芸
展
会
場

で
宮
地
房
江
先
生
の
ご
息
女
山
﨑

泰
子
さ
ん
に
お
会
い
し
た
。「
お

母
さ
ん
い
か
が
で
す
か
」
と
お
伺

い
し
た
ら
「
も
う
す
ぐ
百
歳
に
な

り
ま
す
の
…
」
と
い
う
お
話
だ
っ

た
。
そ
れ
が
四
カ
月
後
の
十
月
、

新
聞
で
訃
報
を
知
っ
た
。
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

二
十
年
ほ
ど
前
に
な
る
が
、
宮

城
県
が
発
行
し
て
い
る
『
芸
術
年

鑑
』
の
特
集
で
「
戦
後
四
半
世
紀

の
工
芸
」
に
つ
い
て
依
頼
さ
れ
、

上
杉
山
に
あ
っ
た
宮
地
先
生
の
工

房
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

時「
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
の
よ
」

と
、
親
し
く

昔
を
懐
か
し

む
よ
う
な
笑

顔
で
、
多
く

の
こ
と
を
話

し
て
い
た
だ

い
た
。

　

宮
地
先
生

が
主
宰
す
る

染
色
グ
ル
ー
プ
「
仙
房
会
」
が
結

成
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
七
年

で
あ
る
。
三
年
後
、
初
め
て
の
展

覧
会
が
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
さ
れ
た
。「
そ
の
時
、

ゆ
か
た
を
一
人
十
点
染
め
て
出
品

し
た
の
よ
」
と
、
当
時
を
思
い
出

す
よ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

昭
和
三
十
三
年
に
は
中
央
展
に
挑

戦
し
、
光
風
会
展
の
入
選
を
果
た

し
て
い
る
。
ま
た
同
じ
中
央
展
で

あ
る
三
軌
会
展
に
も
出
品
し
、
昭

和
四
十
三
年
に
は
審
査
員
も
務
め

ら
れ
た
。

　

県
内
の
展
覧
会
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
昭

和
三
十
二
年
に
は
陶
芸
や
木
工
な

ど
の
工
芸
家
が
集
ま
っ
て
結
成
し

た
「
仙
台
工
芸
青
匠
会
展
」
の
発

足
に
も
加
わ
っ
た
。
宮
城
県
芸
術

協
会
が
発
足
し
て
は
じ
め
て
の
工

芸
展
開
催
は
昭
和
三
十
九
年
だ

が
、
そ
の
審
査
員
を
務
め
た
。
ま

た
、
徳
島
県
の
美
術
協
会
と
の
交

流
を
き
っ
か
け
に
「
仙
台
女
流
美

術
協
会
」
を
結
成
し
て
会
長
に
就

任
。
以
後
、
仙
台
と
徳
島
で
隔
年

開
催
の
交
流
展
と
な
っ
た
。
宮
城

県
の
工
芸
美
術
団
体
が
県
境
を
越

え
た
、
は
じ
め
て
の
活
動
と
な
っ

た
。

　

平
成
に
入
る
と
目
覚
ま
し
い
活

躍
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
。
一
つ

に
は
仙
台
市
博
物
館
の
依
頼
を
受

け
て
制
作
し
た
大
作
四
枚
の
「
宮

城
の
四
季
」
で
あ
る
。
仙
台
郊
外

の
釜
房
ダ
ム
湖
畔
に
工
房
を
設
け

て
の
制
作
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、

同
時
に
草
木
染
に
つ
い
て
書
か
れ

て
出
版
し
た
『
草
染
か
ま
ふ
さ
日

記
』
全
五
巻
は
、
今
で
も
私
の
書

棚
で
光
り
輝
い
て
い
る
。
こ
の
和

綴
じ
の
著
書
は
各
ペ
ー
ジ
に
藍
や

黄き

檗は
だ

な
ど
で
染
め
た
染
色
の
標
本

が
綴
じ
こ
め
ら
れ
、
先
生
の
書
か

れ
た
随
想
が
英
訳
と
共
に
記
さ
れ

て
い
る
。
仙
房
会
会
員
と
共
に
、

野
山
に
染
の
材
料
を
求
め
て
歩
く

先
生
の
姿
が
、
目
に
浮
か
ん
で
く

る
。

　

海
外
展
で
も
目
を
見
張
る
活
動

が
見
ら
れ
る
。
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ

ア
な
ど
の
展
覧
会
に
出
品
し
、
平

成
二
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ロ

ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
の
会
員
に
な
ら

れ
た
。
中
で
も
八
十
歳
の
時
、
同

展
に
合
わ
せ
て
渡
仏
し
、
パ
リ
の

日
本
大
使
館
で
フ
ラ
ン
ス
の
人
々

を
前
に
草
木
染
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
さ
れ
た
。
宮
地
先
生
な

ら
で
は
の
お
仕
事
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
帰
国
の
直
後
、

『
染　

宮
地
房
江
一
九
九
一
』
を

出
版
、
そ
の
記
念
の
宴
が
催
さ
れ

た
。
こ
ん
な
精
力
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
ど
こ
か
ら
湧
い
て
く
る
の

だ
ろ
う
か
と
思
え
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
そ
れ
に
先
立
つ
五
年

前
に
は
「
染
色
工
芸
を
通
じ
地
域

文
化
向
上
に
寄
与
」し
た
と
し
て
、

河
北
文
化
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

　

多
く
の
お
弟
子
さ
ん
や
多
く
の

友
人
、
知
人
に
囲
ま
れ
た
生
涯

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ご
逝
去
を

惜
し
み
、
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
さ

さ
げ
ま
す
。

 

当
協
会
参
事
の
渡
邊
礼
子
氏
が

平
成
二
十
二
年
十
月
十
三
日
、
逝

去
さ
れ
た
。
七
十
七
歳
。
山
形
市

山
寺
出
身
。
学
生
時
代
よ
り
歌
誌

「
形
成
」
主
宰
木
俣
修
に
師
事
。

「
形
成
」
解
散
後
「
波
濤
み
や
ぎ
」

に
移
り
、支
部
長
を
務
め
て
い
た
。

宮
城
県
歌
人
協
会
副
会
長
。
受
賞

に
宮
城
県
芸
術
選
奨
、
県
「
文
化

の
日
」
表
彰
。『
白
き
楔
』
ほ
か

二
歌
集
。
平
成
五
年
よ
り
十
年
ま

で
「
は
な
や
ま
」
編
集
委
員
と
し

て
尽
力
さ
れ
た
。

芸
協
参
事
・
歌
人

渡
邊
礼
子
氏
が
逝
去

 
　
芸
協
顧
問 

宮
地
房
江
先
生
を
偲
ぶ

顧
　
問
　　

髙
　
倉
　
　
　
健
　

宮地房江さん

パ
リ
の
日
本
大
使
館
広
報
文
化
セ

ン
タ
ー
で
草
木
染
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
す
る
宮
地
さ
ん
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
兎
年
。
統
計
上
は
株
価
を

は
じ
め
「
上
昇
」「
ジ
ャ
ン
プ
」「
飛

躍
」
の
年
と
言
わ
れ
る
▼
し
か
し
、

先
行
き
は
決
し
て
明
る
く
は
な
い
。

政
局
は
混
迷
続
き
で
、
菅
内
閣
も

瀬
戸
際
を
歩
い
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
経
済
も
一
向
に
上
向
く
気

配
が
な
い
▼
経
済
が
停
滞
す
る
と
、

真
っ
先
に
切
ら
れ
る
の
が
芸
術
文

化
の
予
算
。
か
つ
て
「
芸
術
文
化

に
予
算
を
付
け
る
の
は
、
ド
ブ
に

金
を
捨
て
る
よ
う
な
も
の
だ
」
と

〝
ほ
ざ
い
た
〟
宮
城
県
知
事
が
い

た
が
、
案
外
「
官
」
の
本
心
か
も

し
れ
な
い
▼
政
治
も
経
済
も
お
先

真
っ
暗
な
時
代
こ
そ
、
芸
術
文
化

の
出
番
な
の
だ
、
と
思
う
。
人
々

の
心
を
癒
や
し
、
安
ら
ぎ
を
与
え

る
の
が
芸
術
文
化
だ
か
ら
だ
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

「
校
正
を
手
伝
っ
て
‥
‥
」。
甘

言
に
釣
ら
れ
て
編
集
会
議
に
出
た

ら「
編
集
長
を
や
れ
」と
い
う
。「
お

れ
お
れ
」な
ら
ぬ「
や
れ
や
れ
詐
欺
」

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
が
、
気
が

弱
い
の
で
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
。

こ
ち
ら
も
先
行
き
不
透
明
だ
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

（
恂
）

あ 

と 

が 

き

あ 

と 

が 

き

事
務
局
日
誌

会 

務 

報 

告

11
・
１　

理
事
会

○�

第
２
回
芸
術
祭
実
行
委
員
会
の
開
催

に
つ
い
て

○�

社
団
法
人
宮
城
県
芸
術
協
会
功
労
者

表
彰
に
つ
い
て

○
記
念
品
の
贈
呈
に
つ
い
て

12
・
13　

理
事
会

○�

平
成
23
年
度
の
主
要
行
事
日
程
に
つ

い
て

○
平
成
23
年
度
の
予
算
に
つ
い
て

後
　
　
　
援

☆�

第
52
回
東
北
学
院
大
学
プ
レ
ク
ト
ラ

ム
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
定
期
演
奏
会

11
月
27
日

仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

☆
第
18
回
宮
城
シ
ニ
ア
美
術
展

12
月
16
日
～
12
月
19
日

宮
城
県
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☆�

第
28
回
メ
サ
イ
ア（
救
世
主
）演
奏
会

12
月
18
日

仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

☆
第
３
回
「
小
・
中
学
生
紙
上
書
道
展
」

12
月
15
日

河
北
新
報
朝
刊
紙
上

☆
三
人
展

１
月
７
日
～
１
月
12
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
東
北
書
道
新
春
選
抜
展

１
月
７
日
～
１
月
12
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

ク
レ
ー
ル
バ
レ
エ
ア
ト
リ
エ
子
供
の

た
め
の
楽
し
い
バ
レ
エ
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
トPA

RT

Ⅳ

１
月
22
日

仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ル

☆
第
６
回
翔
雲
書
展

１
月
28
日
～
２
月
２
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

第
43
回（
社
）創
元
会
宮
城
県
支
部
展

１
月
28
日
～
２
月
２
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
33
回
恵
風
書
展

２
月
４
日
～
２
月
９
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
28
回
白
土
会
展

２
月
４
日
～
２
月
９
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

第
６
回D

ance Com
petition in 

Sendai 

2011

２
月
11
日
～
２
月
12
日

仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ル

☆�

歌
劇
「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」
ハ
イ

ラ
イ
ト
／
原
語
上
演

２
月
21
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21
小
ホ
ー
ル

☆
第
23
回
い
ず
み
絵
画
協
会
展

３
月
１
日
～
３
月
４
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21
展
示
室

☆�

仙
台
三
曲
協
会
第
11
回
箏
・
三
絃
・

尺
八
演
奏
会

３
月
５
日

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

記
念
ホ
ー
ル

☆
第
71
回
春
の
い
け
ば
な
展

３
月
19
日
～
３
月
22
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
６
回A
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�
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ンM

IY
A
GI

３
月
28
日
～
３
月
31
日

仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ル

☆
第
75
回
河
北
美
術
展

４
月
23
日
～
５
月
４
日

藤
崎
本
館
７
Ｆ
・
８
Ｆ

☆�

新
藤
典
子
・
高
木
美
江
ジ
ョ
イ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
ト

４
月
27
日

仙
台
青
葉
荘
教
会

☆
第
34
回
白
亜
会
東
北
支
部
展

謹
　
　
弔

文
芸
部
（
短
歌
）　　

岡
直
勝
殿

７
月
３
日

書
道
部　
　
　
　
　

齋
藤
双
耕
殿

８
月
３
日

文
芸
部
（
俳
句
）　

大
町
寛
子
殿

12
月
５
日

賛
助
会
員　
　
　
　

星
安
治
郎
殿

12
月
16
日

文
芸
部
（
短
歌
）

片
山
新
一
郎
殿

12
月
18
日

　
宮
城
県
の
画
壇
に
お
い
て
成
長
の

著
し
い
作
家
の
作
品
展
「
第
三
回

宮
城
の
気
鋭
展
」
が
一
月
十
九
日

ま
で
、
Ｌ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
仙
台

市
青
葉
区
大
町
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　

昨
年
の
県
芸
術
祭
絵
画
部
門
で

受
賞
や
賞
の
候
補
に
な
っ
た
日
本

画
、
洋
画
の
作
家
26
名
の
近
作
を

展
示
。
作
家
た
ち
の
年
代
は
30
～

80
代
と
幅
広
く
、
具
象
、
抽
象
、

半
立
体
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
手

法
で
個
性
的
な
作
品
が
並
ん
だ
。

　

会
期
中
の
来
場
者
は
616
人
で
、

昨
年
を
や
や
上
回
っ
た
。

「
日
本
現
代
詩
選
第
35
集
」（
日

本
詩
人
ク
ラ
ブ
）、
句
集
「
約
束
」

（
小
笠
原
弘
子
）、合
同
句
集
「
牧

び
ら
き
（
四
）」（
菊
田
島
椿
）、

句
集
「
福
寿
草
」（
南
部
静
季
）、

鈴
木
せ
つ
子
句
集
「
か
す
み
草
」

（
川
柳
宮
城
野
社
）、
歌
集
「
波

の
粒
」（
桂
重
俊
）、「
宮
城
吟
行

案
内
」（
㈳
俳
人
協
会
宮
城
県
支

部
） ５

月
27
日
～
６
月
１
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
生
田
流
箏
曲
演
奏
会

５
月
28
日

電
力
ホ
ー
ル

☆
第
63
回
三
軌
展
東
北
展

６
月
10
日
～
６
月
15
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

受
　
贈
　
書

宮
城
の
気
鋭
展
終
了


